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十
二
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
袖
正
予

算
は
、
一
般
会
計
十
八
億
八
千
六
百
八
ト

六
万
八
千
円
、
特
別
会
計
ニ
ト
二
億
六
百

八
十
一
万
五
１
円
の
辿
加
と
、
企
業
会
計

七
噫
二
百
十
万
四
千
円
の
減
額
で
、
こ
れ

に
よ
り
本
年
度
予
算
総
額
は
七
百
七
十
三

億
三
百
九
十
九
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
△
般
会
計
｝
一

　
　
一
総
務
費
　
　
県
道
岡
崎
設
楽
線
の
拡

幅
に
と
も
な
う
河
合
辿
絡
所
の
と
り
こ
わ

し
工
事
賞
の
ほ
か
事
務
改
善
に
よ
る
機
械

備
品
の
購
入
費
な
ど
一
憶
二
千
余
万
円

　
　
］
民
生
費
　
　
寄
附
金
に
よ
る
福
祉
基

金
積
立
金
、
生
活
保
護
世
帯
へ
の
歳
末
慰

問
品
購
入
費
の
ほ
か
、
八
月
か
ら
支
給
額

の
引
き
上
げ
に
よ
る
福
祉
１
当
、
ま
た
、

身
体
障
害
者
、
生
活
保
駿
世
帯
、
精
神
薄

弱
者
お
よ
び
老
人
の
咄
設
入
所
者
へ
の
歳

末
慰
問
金
な
ど
七
千
余
万
円

　
　
衛
生
費
　
　
麻
し
ん
予
防
接
種
の
人

員
増
加
に
と
も
な
う
委
託
料
な
ど
一
千
五

百
余
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
」
農
林
業
勃
７
　
土
地
改
良
補
助
金
等

の
ほ
か
緊
急
農
地
等
防
災
事
業
費
の
追
加

に
よ
る
経
賞
な
ど
二
千
九
百
余
万
円

　
　
商
工
費
。
　
岡
崎
公
園
内
に
建
設
中

の
家
康
館
建
設
事
業
費
の
一
部
五
十
六
年

度
へ
の
繰
下
げ
に
と
も
な
う
減
額
な
ど
三

千
四
百
余
万
円

　
　
土
木
費
｝
　
国
県
補
助
金
の
確
定
に

よ
る
公
園
整
備
、
駅
西
土
地
区
画
整
理
、

遺
路
新
設
改
良
、
祁
市
下
水
路
整
備
事
業

費
な
ど
の
減
額
分
五
回
七
千
八
百
余
万
円

　
　
教
育
費
し
　
私
立
幼
碓
園
就
園
奨
励

費
納
助
金
、
小
中
学
校
プ
レ
ハ
ブ
教
室
の

移
設
費
、
小
中
学
院
児
童
、
生
徒
、
学
級

数
等
の
増
加
に
と
も
な
う
備
品
購
入
費
、

未
給
水
地
区
に
お
け
る
校
舎
、
屋
内
運
動

場
、
プ
ー
ル
姓
設
に
よ
る
水
源
調
査
に
要

す
る
経
贅
、
国
庫
補
助
採
択
に
と
も
な
う

真
宮
遺
跡
整
備
費
、
指
定
文
化
財
管
理
費

納
助
金
、
羽
眼
学
区
公
民
館
建
設
用
地
取

得
費
の
ほ
か
、
寄
附
金
に
よ
る
小
中
学
悛

図
書
購
入
費
な
ど
二
億
六
千
百
余
万
円

　
　
」
災
害
復
旧
費
｀
。
　
台
風
十
九
号
に
よ

る
道
路
、
河
川
の
国
庫
袖
助
災
害
復
旧
事

業
費
一
千
百
余
万
円

　
　
｛
｛
諸
支
出
金
づ
　
旧
森
永
製
菓
岡
崎
工

場
跡
地
の
購
入
費
十
九
回
六
千
余
万
円

　
な
お
、
納
正
額
で
各
会
計
に
共
迦
す
る

経
費
と
し
て
、
国
家
公
務
‥
只
の
人
事
院
勧

告
に
準
じ
た
一
般
職
等
の
給
与
改
定
に
よ
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●

る
所
要
経
費
の
ほ
か
、
電
気
・
ガ
ス
料
金

の
改
定
に
と
も
な
う
不
足
額
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　
以
上
の
補
正
額
に
対
す
る
歳
入
は
、
市

税
、
地
方
交
付
税
、
寄
附
金
、
諸
収
入
、

市
債
等
で
ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
〈
特
別
会
計
・
企
業
会
計
し

　
下
水
道
会
計
で
は
、
補
助
対
象
事
業
お

よ
び
起
債
対
象
事
業
の
追
加
に
よ
る
所
要

経
賞
、
競
艇
事
業
会
計
で
は
、
売
上
げ
増

加
に
よ
る
運
営
所
要
経
費
、
農
業
共
済
事

業
会
計
で
は
、
果
樹
共
済
金
な
ど
。
ま
た
、

病
院
事
業
会
計
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
建
設
費
の
一
部
五
十
六
年
度
へ
の
継
続
事

業
に
組
替
措
置
の
ほ
か
医
薬
品
購
入
費
な

ど
の
迫
加
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
給
水

収
益
等
の
見
込
み
に
と
も
な
う
事
業
費
の

調
整
措
置
な
ど
各
会
計
と
も
そ
れ
ぞ
れ
所

要
経
費
を
補
正
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
定
例
会
で
次
の
条
例
が
成
立
し

ま
し
た
。

＊
　
岡
崎
市
市
税
条
例
の
改
正

　
・
　
長
期
譲
渡
所
倒
の
課
税
の
特
例
に

　
　
つ
い
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
以
後
、

　
四
千
万
円
を
基
準
に
総
合
課
税
に
よ

　
り
課
税
す
る
こ
と
と
し
、
短
期
譲
渡

　
所
得
と
同
様
に
適
用
期
限
の
定
め
を

　
廃
止
す
る
。

・
　
納
期
前
納
付
の
報
奨
金
の
計
算
の

　
基
礎
と
な
る
税
額
は
、
一
の
納
期
に

　
つ
き
十
万
円
を
限
度
と
す
る
。

｝
参
・
　
岡
崎
市
国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
条
例
の

　
改
正

　
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
利

　
用
す
る
国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
の
使
用
料

　
を
引
上
げ
。

鼻
。
岡
崎
市
市
営
住
宅
条
例
の
改
正

　
　
市
営
住
宅
（
五
十
五
年
仁
木
荘
・
五

　
十
五
年
萱
林
荘
・
五
十
五
年
福
岡
荘
）

　
八
十
戸
を
設
置
。
使
川
開
始
は
、
昭
和

　
五
十
六
年
三
月
一
日
。
く
わ
し
い
こ
と

　
は
、
市
政
だ
よ
り
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

番
一
　
岡
崎
市
立
学
校
設
置
条
例
の
改
正

　
　
束
大
友
町
字
筆
屋
四
十
三
番
地
一
に

　
中
学
校
「
岡
崎
市
立
矢
作
北
中
学
佼
」

　
を
設
置
。
使
用
開
始
は
、
昭
和
五
十
六

　
年
四
月
一
日
。

一
泰
　
こ
の
ほ
か
次
の
条
例

　
▼
　
岡
崎
市
監
査
委
貝
に
関
す
る
条
例

　
　
の
改
正

　
▼
　
岡
崎
市
職
貝
の
給
与
に
関
す
る
条

　
　
例
の
改
正

　
▼
　
岡
崎
市
立
公
民
館
条
例
の
改
正
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岡崎市の未来をになう

おめでとう

で
す
。
ま
た
国
民
年
金
へ
の
加
人
資
格
が

で
き
、
他
の
年
企
に
加
人
し
て
い
な
い
人

は
、
み
な
国
民
年
金
へ
加
人
Ｆ
続
き
を
し

　
財
産
関
係
、
身
分
関
係
な
ど
の
す
べ
て

に
わ
た
っ
て
、
未
成
年
者
の
場
へ
‐
に
与
え

ら
れ
て
い
た
法
律
上
の
保
駿
も
、
成
年
む

に
対
し
て
は
そ
の
保
駿
は
収
り
去
ら
れ
、

独
立
の
社
会
人
と
し
て
自
ら
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
行
動
す
る
二
と
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
。
船
出
″
に
あ
た
っ
て
、
新
成

人
と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
厳
し
い

現
実
の
社
会
に
お
い
て
、
社
会
人
と
し
て

の
基
本
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
責
任
あ

る
行
動
を
と
る
よ
う
心
が
け
、
無
限
の
可

能
性
に
挑
む
勇
気
を
持
ち
、
着
実
に
人
生

を
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
、

消防本部予防課　Q21一5 15 1

　
岡
崎
市
は
、
文
化
財
を
火
災
・
地
震
そ

の
他
諸
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
。
防
火
デ

ー
を
中
心
に
諸
行
事
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
次
の
こ
と
に
ご
留
意
を
い
た
だ
き
、

文
化
財
の
保
駿
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

'
・
注
意
事
項

　
　
文
化
財
付
近
で
の
た
き
火
や
、
喫
煙

　
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
化
財
付
近
で
の
子
供
の
火
遊
び
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
化
財
へ
浮
浪
者
が
侵
人
し
な
い
よ

　
う
、
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
化
財
で
火
災
等
、
災
害
が
発
生
し

　
た
と
き
、
付
近
の
人
々
は
災
害
防
止
に

　
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

一
立
入
検
査

・
一
月
二
十
三
日
（
金
）

　
午
前
‐
：
妙
源
寺
、
岡
崎
城
、
明
願
寺

　
午
後
‐
：
真
福
寺
、
信
光
明
寺
、
大
樹
寺

・
一
月
二
十
四
日
（
土
）

　
午
前
・
：
土
呂
八
幡
宮
、
上
地
八
幡
宮
、

　
　
　
　
六
所
神
社

・
一
月
二
十
六
日
（
月
）

　
午
前
：
‐
滝
山
寺
、
滝
山
東
照
宮
、
伊
賀

　
　
　
　
八
幡
宮

参
消
防
訓
練

　
日
時
　
一
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
八
時
～
十
時

　
場
所
　
伊
賀
八
幡
宮
（
伊
賀
町
）

　
　
　
　
土
呂
八
幡
宮
（
福
岡
町
）

　
訓
練
場
所
付
近
は
、
消
防
車
が
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
走
り
ま
す
の
で
、
火
災
と

間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
雨
大
の
場
〈
‐
は
二
月
一
日
（
日
）

同
時
刻
に
尖
施
し
ま
す
。

第
一
回
消
防
設
備
士

講
習
が
開
か
れ
ま
す

　
受
講
の
日
時
・
場
所
は
、
２
［
円
1
2
日

～
1
3
日
（
豊
田
市
内
）
、
２
月
1
6
日
～
2
7

日
（
名
古
屋
市
内
）
。
受
講
申
請
書
の
受

付
は
、
１
月
2
0
日
～
2
1
日
…
県
庁
西
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー
。

　
お
問
合
せ
先
は
消
防
本
部
予
防
課

　
（
萱
2
1
1
5
1
5
1
）
で
す
。

　
　
「
成
人
の
日
」
は
、
国
民
の
祝
目
で
、

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら

生
き
抜
こ
う
と
す
る
成
年
を
祝
い
励
ま
市

日
で
す
。

　
、
お
と
な
″
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
の
こ
と
で
す
が
、

一
月
ト
五
日
の
成
人
の
日
は
、
岡
崎
巾
で

は
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
、
三
十

六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
を

祝
柵
す
る
も
の
で
す
。

　
民
法
第
三
条
に
「
満
二
十
年
ヲ
以
テ
成

年
ト
ス
」
と
定
め
て
お
り
、
法
律
上
独
立

の
社
会
人
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
選
挙
権

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
政
、

あ
る
い
は
都
道
府
県
や
市
町
村
の
地
方
政

治
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
わ
け



市政だより　　お　か　ざ　き
日

15)]昭和56年１-５

　
昭
和
五
十
五
年
度
建
設
の
市
営
住
宅
仁

木
荘
、
萱
林
荘
及
び
福
岡
荘
の
入
居
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙
の
交
付
　
一
月
十
二
日
～
二

十
九
日
ま
で
住
宅
課
及
び
各
支
所
で
お
渡

し
し
ま
す
。

　
申
込
受
付
　
一
列
二
十
六
日
～
二
十
九

日
ま
で
住
宅
課
で
受
付
け
ま
す
、

　
申
込
資
格
　
①
現
に
同
川
し
、
又
は
同

川
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ

る
か
た
及
び
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ

と
。
②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
雌
準

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
、
③
現
に
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
か
た
で

あ
る
こ
と
。

　
収
入
基
準
　
申
込
者
及
び
家
族
で
収
入

の
あ
る
か
た
全
貝
の
総
収
入
金
額
を
対
象

と
し
て
計
算
し
、
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ

ま
す
。

　
【
公
営
住
宅
法
に
よ
る
収
入
基
準
】

▼
第
一
極
住
宅
＝
所
俳
川
額
五
万
五
千
円

を
超
え
、
九
万
五
千
円
以
下

▼
第
二
腫
住
宅
＝
所
得
月
額
五
万
五
千
円

以
下

　
申
込
方
法
　
巾
込
み
は
、
一
世
帯
一
住

宅
と
し
、
次
の
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
　
②
収
入
の

あ
る
か
た
全
Ｕ
の
最
近
の
収
人
を
証
す
る

書
類
　
③
特
別
控
除
対
象
者
が
い
る
場
人
‥

は
、
そ
れ
を
証
す
る
書
矧
　
④
外
国
人
に

あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
済
証
明
書

　
選
考
及
び
決
定
　
市
営
住
宅
入
居
申
込

書
の
内
容
及
び
実
態
訓
在
に
雌
づ
い
て
有

資
棉
者
を
選
考
し
、
次
の
‐
時
・
場
所
で

公
開
抽
選
を
行
い
、
入
居
順
位
を
決
定
し

ま
す
。
日
時
　
二
月
十
口
　
午
前
九
時
三

十
分
　
場
所
　
市
役
所
六
階
大
会
議
室

　
資
格
の
喪
失
　
当
せ
ん
さ
れ
た
か
た
で

も
次
の
場
合
に
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

①
書
類
の
審
査
又
は
実
態
調
査
等
の
結
果
、

事
実
と
相
違
し
て
い
た
と
き
　
②
不
正
の

入
居
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
き
　
③
確
実
な
連
帯
保
証
人
（
二
名
）

の
な
い
か
た

　
申
込
み
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

住
宅
課
管
理
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

萱林団地

　　　／　　　七

部冤孤鍼

絹紬回心゜

●　㎜･　‾^ごs●

福岡荘
　　こ

所ぐ＼･地 団地名
哺別

構造

麗　　　　　格 募恥

戸数

　け'"l

家　r. 敷　令
人　l.'i

予定日
i?, (? 室　数 その他

若松町

萱林

団地

第2睡

'i咽耐火
隣造

5階建

3 I)K

64.41

６　畳

６　心

?i
4.5

Jlj

(6 #)

玄関

押人

浴甲

洗面

l兌衣室

便所

1 8

＼階
22,7OU円

2 隋
22.9Ul･円

３階
22.7i))|i]

■I階22.5( 0円

S階
22.n㈲川

家wの

3簡ii分

昭和5(3年

丿丿i!

仁木町

仁木

剛地

第i 陣

中吊耐火

隋造

5階建

3 DK

64.41

６　畳

６　畳

ry

l.54｢

yり

(6

ぷ

玄関

押入

浴室．

洗ifii

股衣服

便所

2 1

1陪
25.000川

2隋
25.21)11円

3階

25.01(0円

4 階
2-l.8ll()Ji)

5階
24.600円

家nの

■剛分

昭和56年

3 H 1日

柚岡町 福岡荘

第1 Mi

巾り剛火

構造

５階建

3 ）K

f58.il

６　畳

６　畳

‰?j

浅漬

玄関

押入

浴室

枕川

脱衣串

便所

Z 2

l隔
27.60t)['J

2 階
27,≪(10川

3隋
27,e卯川

4階
27.如U円

5階
27.2り0円

家nの

3(iSi月分

昭和51)印

3)1 I日

(家Vicr,他, 汚水処理費又は具同の代川に允てるため‘.lL気n及び水道糾等の＼i.i^代か必要てす



-
６

ノ
親
し
」
μ
民
生
ｙ
児
童
委
員
と

＼
レ
担
当
区
域
か
き
ま
り
ま
し
た

―
―
－
―福

祉
課
庶
務
係

１

４
Ｉ
』

昔
23

　
三
年
ご
と
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、

Ｉ
ニ
‥
‥
‥
一
‐
づ
け
で
新
し
く
た
嘱

さ
れ
た

さ
れ
る
．

す

民
生
・
堅
晰
か
八
と
抑
当

区
域
は
、
次
の
と
お
り
で

の
こ
と
、
。
‐
‐
Ｊ
供
の
M
　
.
V
　
I

心
配
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ｉ

旬
根
石
地
区
　
岸
田
愛
子
（
束
欠
）

鈴
木
幸
子
（
西
欠
）
　
渡
辺
賞
（
元

欠
〈
Ｉ
～
６
組
・
ｍ
…
一
～
1
6
組
〉
）

剛
中
秋
夫
（
元
欠
〈
７
～
９
組
・
1
7

～
2
0
組
〉
）
　
中
嶋
章
跳
‥
（
栄
町
）

宇
野
芙
代
子
（
恨
石
）
　
足
立
英
雄

（
朝
日
）

牧
野
嘉
一
　
（
若
宮
）

荒
川
孝
平
（
両
町
）
池
川
恒
子
（
束

中
）
　
若
兄
普
枝
（
上
中
）
　
伊
藤

文
雄
（
中
天
神
）
　
小
原
力
（
中
大

門
）
　
近
藤
芙
美
子
（
中
４
丁
目
）

大
浦
幸
子
（
中
５
丁
目
・
中
本
）

井
畑
ト
ヨ
子
（
中
７
丁
目
）
　
石
原

富
三
郎
（
小
呂
・
南
小
呂
）

・
梅
園
地
区
　
内
藤
ア
キ
（
久
右
工

門
・
梅
園
―
丁
目
）
　
大
久
保
清
松

　
（
梅
園
２
丁
目
・
３
丁
目
〈
モ
ダ
ン

通
束
〉
）
　
磯
貝
茂
（
梅
園
３
丁
目

　
〈
モ
ダ
ン
通
西
〉
・
門
前
）
　
服
部

善
吉
（
伝
馬
通
１
・
２
・
３
丁
目
）

織
山
平
（
伝
馬
通
４
・
５
丁
目
・
十

王
）
　
大
須
賀
義
雄
（
西
中
・
束
峨

・
曙
―
丁
目
）
　
宇
佐
美
元
裕
（
花

園
・
西
海
園
）
　
鬼
頭
市
郎
（
亀
井

・
篭
ｍ
）
　
版
介
と
き
（
東
六
供
北

・
束
六
供
）
　
近
藤
ふ
じ
（
六
供
新

・
三
葉
台
）
　
中
嶋
主
一
　
（
稲
熊
１

区
）
　
陥
葉
た
づ
（
稲
熊
２
区
）

永
見
栄
（
稲
熊
３
区
〈
３
～
５
丁

目
〉
）
　
消
岡
伸
子
（
稲
熊
３
区
〈
６

～
８
丁
目
・
向
畑
〉
）
　
中
恨
清
一

　
（
稲
熊
３
区
〈
赤
松
〉
・
箱
柳
）

杉
浦
源
一
　
（
祐
金
・
六
地
蔵
）

・
三
島
地
区
　
八
拝
梯
純
雄
（
竹
生
・

島
・
唐
沢
）
　
戸
松
勝
男
（
上
明
大

寺
・
宮
前
）
　
伊
予
田
諦
巌
（
東
明

大
寺
東
・
束
明
大
寺
南
〈
８
～
Ｈ

組
〉
）
　
伊
藤
せ
つ
子
（
束
明
大
寺

南
〈
１
～
７
組
・
１
９
一
１
Ｈ
組
〉
）

小
島
太
臣
（
東
明
大
寺
北
）
　
榊
原

万
喜
子
（
宮
東
）
　
坂
田
カ
ネ
オ
（
山

ノ
手
）
　
山
本
隆
信
（
吹
矢
町
）

伊
奈
嘉
助
（
明
大
寺
本
）
　
今
井
幸

子
（
西
明
大
寺
―
区
）
　
富
山
紫
峰

　
（
西
明
大
寺
２
区
）
　
池
田
芳
俊
（
西

明
大
寺
３
区
）
　
長
坂
末
雄
（
南
明

大
寺
３
・
４
区
）
　
加
藤
保
夫
（
学

校
東
）
　
沢
田
緑
（
竜
美
ヶ
丘
Ｉ
・

２
区
）
　
大
場
久
子
（
竜
美
ヶ
丘
）

｜

１
－
－
－
・
１
Ｉ

6
1
5
5

Ｈ
下
敏
事
（
三
菱
社
宅
）

旬
六
名
地
区
　
加
納
国
子
（
南
明
大

寺
）
　
酒
井
文
子
（
南
明
大
寺
Ｉ
・

２
区
）
　
鈴
木
秀
雄
（
久
後
崎
Ｉ
区
）

今
井
秀
男
（
久
後
崎
２
区
〈
明
大
寺

本
第
１
町
内
会
〉
）
　
浅
井
八
千
代

　
（
上
六
名
１
区
・
２
区
〈
４
～
1
0
組
〉
）

大
村
正
彦
（
上
六
名
３
丁
目
）
　
平

岩
巌
（
上
六
名
２
区
〈
２
・
３
組
〉

・
３
区
〈
―
～
４
組
〉
）
　
大
河
内

清
（
六
お
２
・
３
丁
目
）
　
高
村
美

子
（
六
名
―
丁
目
・
輿
宮
町
）
　
加

藤
茂
（
六
名
本
町
）
　
天
野
ヒ
サ
エ

　
（
上
六
名
４
丁
目
・
三
崎
）
　
鋤
柄

絹
子
（
六
名
束
・
向
山
）
　
鈴
木
郁

子
（
六
名
新
）
　
加
藤
敏
雄
（
天
白

・
六
名
山
―
・
２
丁
目
）
　
岡
本
ッ

ヤ
子
（
江
口
１
・
２
・
３
丁
目
）

片
岡
み
つ
（
明
大
寺
葵
）

・
連
尺
地
区
　
上
田
重
彦
（
八
幡
）

木
全
一
枝
（
本
町
通
・
連
尺
通
・
康

生
通
東
）
　
柘
植
保
（
材
木
１
・
２

・
３
丁
目
）
　
倉
橋
利
男
（
魚
）

島
田
武
雄
（
西
魚
・
田
）
　
都
築
歌

子
（
板
屋
〈
名
鉄
以
北
〉
）
　
太
田

民
江
（
板
屋
〈
名
鉄
以
南
〉
・
中
岡

崎
）
　
成
田
鉦
一
　
（
八
帖
北
）
　
上

原
な
み
江
（
八
帖
）
　
吉
見
東
吾

　
（
康
生
通
西
）
　
浅
井
久
栄
（
康
生
）

今
井
好
子
（
南
康
生
）
　
河
合
登
美

　
（
城
北
・
末
広
）

・
広
幡
地
区
　
鈴
木
昭
（
伊
賀
北
―

・
２
区
・
伊
賀
新
〈
広
幡
学
区
地
域
〉
）

加
藤
智
恵
子
（
伊
賀
北
３
－
５
区
）

鈴
木
義
男
（
伊
賀
北
６
～
８
区
・
錦

町
）
　
鈴
木
鉦
平
（
福
寿
）
　
堺
幸

一
郎
（
元
能
見
南
）
　
石
川
時
育

（
元
能
見
中
）
　
近
藤
美
智
子
（
元

能
見
北
）
　
栗
田
徳
治
（
葵
）
　
中

限
き
よ
（
柿
田
・
広
幡
）
　
加
藤
義

雄
（
日
名
北
・
西
）
　
峯
沢
利
治

　
（
日
名
本
・
南
）
　
森
田
清
彦
（
ユ

ニ
チ
カ
地
区
・
日
名
中
）
　
西
山
捨

雄
（
松
本
）
　
伊
藤
三
代
Ｆ
（
井
旧

新
・
井
田
西
・
井
田
南
）

幕
愛
宕
地
区
　
外
忖
サ
タ
（
四
六
供

束
・
北
）
　
深
汁
よ
志
子
（
四
六
供

西
・
南
）
　
山
本
清
次
（
六
供
本
）

野
村
善
弘
（
能
見
束
１
丁
目
・
束
能

地
）
　
谷
庄
市
（
能
昆
北
・
巾
）

後
藤
清
（
伊
賀
南
―
～
４
区
）
　
平

野
久
雄
（
伊
加
以
南
５
・
７
区
）
　
伊

牒
ふ
志
（
伊
賀
南
６
区
）
　
加
藤
義

金
（
伊
賀
南
８
・
９
区
）

肴
井
田
地
区
　
中
限
康
夫
（
井
川
―

区
）
　
豊
田
満
き
子
（
井
田
２
・
６

区
）
　
宮
田
薫
（
片
田
３
区
）
　
井

上
せ
つ
子
（
井
田
４
区
）
　
大
島
秀

三
郎
（
井
田
５
区
）
　
足
立
栄
（
井

田
７
区
）
　
加
納
和
明
（
井
田
８
区
）

鈴
木
昭
二
（
井
田
９
区
）
　
大
橋
光

鋒
（
井
田
1
0
区
）
　
出
原
武
（
井
田

Ｈ
区
）
　
飯
島
と
し
ゑ
（
伊
賀
新
〈
井

田
学
区
地
域
〉
・
石
神
）
　
鈴
木
鉦
一

（
稲
熊
４
区
）
　
中
根
政
雄
（
真
伝
）

・
羽
根
地
区
　
山
中
幸
一
（
戸
崎
新
）

高
田
明
（
戸
崎
２
区
・
戸
崎
元
・
戸

崎
日
清
）
　
斉
藤
和
子
（
戸
崎
４
区
）

沢
嶋
麗
子
（
戸
崎
５
区
）
　
谷
川
金

作
（
戸
崎
６
区
）
　
小
嶋
重
明
（
南

明
大
寺
５
区
）
　
倉
田
月
子
（
羽
根

束
山
―
区
）
　
謐
広
志
予
（
羽
根
束

山
４
区
）
　
野
沢
重
二
（
羽
恨
束
山

２
・
３
区
）
　
北
繁
信
（
陣
場
）

市
川
は
る
ゑ
（
羽
田
北
―
・
２
区
・

中
田
）
　
中
山
志
満
子
（
羽
根
北
３
Ｅ

″
’
一
一
〆
　
　
‐
・
ｊ
Ｉ
‘
Ｉ
″
一
β
一
"
f
"

区
）
　
鳥
居
志
三

田
鼎
（
桂
咄
１
・
５
・
６
区
）
　
大

竹
登
美
子
（
柱
咄
３
区
）
　
村
松
す

（
羽
恨
束
）
　
島
八

ノ
・
５
．
χ
コ
　
Ｌ
Ｎ
一
心

（
柱
束
本
・
柱
東
）
　
後
藤
レ
イ
子

（
不
吹
）

み
子
（
旺
咄
２
・
４
区
）
　
土
田
博
ハ
ー

・
岡
崎
地
区
　
小
土
た
み
（
羽
根
西
｛
・

浅
井
く
に

（
旺
郷

・
羽
恨
西
新
）

北
・
柱
郷
束
）

小
川
昭
二
（
柱
郷

南
・
柱
郷
西
）
　
小
林
爪
雄
（
仕
辻
）

泗
坪
秋
蔵
（
針
崎
郷
）
　
光
田
武
子

　
（
針
崎
束
・
針
崎
日
消
）
　
内
川
栄

　
（
若
松
）
　
白
川
和
子
（
束
若
松
）

橋
本
勝
海
（
若
松
栄
Ｉ
・
２
丁
目
）

凍
木
満
智
子
（
若
松
栄
３
・
ｊ
・
丁
目
）

＃
Ｌ
金
二
（
若
松
新
）

善
男
川
地
区
　
香
村
み
ち
よ
（
大
平

東
・
大
平
下
）
　
神
谷
昇
伍
郎
（
大

平
上
）
　
高
木
敏
一
　
（
大
平
西
〈
洞

街
道
西
〉
）
　
浅
井
て
る
子
（
大
平

西
〈
洞
街
道
束
〉
）
　
本
多
美
津
子

　
（
大
平
辻
中
）
　
中
村
和
美
（
南
ヶ

丘
）
　
佐
々
木
淳
正
（
大
西
１
区
）



　
　
渡
辺
恵
美
子
（
大
西
２
区
〈
奥
長
入

き
　
・
長
入
・
剛
田
・
楊
枝
〉
）
　
柴
田

ざ
　
由
紀
子
（
大
西
２
区
〈
広
表
・
神
殿

かお市政だより
日15月昭和56年１

-７

・
ニ
タ
又
〉
）
　
柴
田
薫
（
丸
山
）

大
須
賀
清
次
郎
（
小
美
）
　
山
田
治

夫
（
高
隆
寺
・
洞
町
〈
白
羽
根
団
地

・
長
沼
・
宮
の
腰
・
細
田
・
田
而
〉
）

石
原
光
男
（
洞
町
〈
前
記
以
外
〉
）

㈱
美
合
地
区
　
山
川
利
雄
（
美
合
東

本
）
　
栗
田
悦
子
（
芙
合
西
本
〈
1

1
5
組
・
９
～
1
6
組
〉
）
　
石
川
民

子
（
美
介
西
本
〈
６
～
８
組
・
1
7
～

2
2
組
〉
）
　
平
岩
幸
子
（
美
合
生
田

束
）
　
太
田
善
夫
（
英
介
生
田
西
）

牧
幸
子
（
岡
〈
神
馬
崎
を
除
く
〉
）

小
林
佐
和
（
岡
２
区
・
神
馬
崎
）

青
山
正
治
（
保
母
）
　
牧
野
防
（
美

合
平
地
西
―
・
２
区
）
　
消
川
仲
古

　
（
英
介
平
地
西
３
区
）
　
剛
母
神
千

枝
（
英
合
平
地
中
）
　
久
鳴
和
子
（
契

介
平
地
束
〈
地
幟
野
〉
）
　
中
川
巾

三
（
美
合
平
地
束
〈
三
ノ
久
保
・
平

地
荘
〉
）
　
山
本
忠
次
（
馬
頭
）
　
近

川
秀
子
（
馬
頭
〈
区
画
整
理
内
〉
）

山
内
旭
（
美
合
日
清
地
区
）
　
斉
藤

重
人
（
美
合
五
本
松
１
・
２
区
）

・
福
岡
地
区
　
金
沢
正
一
　
（
福
岡
市

場
・
仲
町
）
　
忖
雲
よ
志
ｔ
‥
（
清
水

　
〈
１
～
2
1
組
〉
）
　
鈴
木
あ
や
子
（
西

八
・
忖
屋
）
　
牧
ヲ
カ
ネ
（
玉
川
）

三
浦
寿
美
（
高
田
・
高
須
）
　
平
野

儒
一
　
（
永
井
・
萱
園
）
　
早
川
防
（
上

地
１
・
３
区
）
　
鈴
木
陽
伝
（
清
水

　
〈
2
2
～
2
9
組
〉
・
上
地
２
区
・
６
区

　
〈
３
組
〉
）
　
成
瀬
保
治
（
上
地
４

　
　
　
　
　
　
　
　
●

区
・
６
区
〈
３
組
以
外
〉
）
　
吉
見

功
敬
（
上
地
５
区
）

・
竜
谷
地
区
　
太
田
九
郎
（
竜
泉
寺

　
〈
緑
土
・
柄
栗
・
川
原
〉
）
　
近
藤

　
一
郎
（
竜
泉
寺
〈
新
田
・
尾
尻
・
後

山
〉
）
　
山
本
昭
平
（
桑
谷
〈
河
原

・
山
側
〉
）
　
浅
井
智
登
美
（
桑
谷

〈
上
ノ
切
・
浜
井
場
・
中
村
・
平
地

・
市
営
隠
宅
〉
）

・
藤
川
地
区
　
佐
野
三
男
（
藤
川
西

部
）
　
野
村
一
正
（
藤
川
東
部
）

大
須
賀
ｔ
い
と
（
藤
川
市
場
）
　
熱
田

艶
子
（
蓑
川
―
・
２
区
）

・
山
中
地
区
左
右
剛
是
（
舞
木
〈
国

逆
南
側
〉
）
　
忖
瀬
栄
（
舞
水
〈
国

道
北
側
・
幸
田
街
道
西
〉
）
　
小
林

み
や
（
雄
木
〈
国
道
北
側
・
幸
田
街

道
束
〉
）
　
黒
太
鼎
（
羽
栗
）
　
鳥

僑
尚
治
（
山
綱
１
・
２
区
）
　
酒
井

た
づ
（
池
金
）

・
本
宿
地
区
　
小
早
川
秀
夫
（
本
宿

西
・
本
宿
栄
〈
―
～
６
組
〉
）
　
忖

松
千
仙
子
（
本
宿
栄
〈
７
～
９
組
〉

・
本
宿
中
〈
４
・
５
組
〉
）
　
鈴
木

清
（
本
宿
東
・
本
宿
中
〈
―
～
３

組
〉
）
　
原
田
道
夫
（
鉢
地
）
　
太

田
保
男
（
上
衣
文
）
　
柴
田
守
平

　
（
大
幡
・
刺
巣
）
　
桜
井
訓
（
本
絹

棚
田
）
　
塚
崎
ト
ミ
（
本
宿
緑
）

・
河
合
地
区
　
倉
僑
昭
義
（
須
渕
・

岩
戸
）
　
島
義
教
（
才
栗
）
　
川
澄

勝
美
（
秦
梨
）
　
畔
柳
武
雄
（
築
野

・
茅
原
沢
）
　
鈴
木
政
一
　
（
生
平
）

宇
津
野
政
治
郎
（
蓬
生
・
古
部
・
切

越
）

・
常
磐
地
区
　
中
限
十
一
郎
（
滝
）

福
井
菅
美
子
（
滝
新
Ｉ
区
）
　
平
岩

芙
美
子
（
滝
新
２
区
）
　
畔
柳
清
（
米

河
内
）
　
中
根
き
よ
子
（
安
戸
・
小

丸
・
蔵
次
）
　
柴
田
武
雄
（
大
同
）

河
合
勲
（
大
井
野
・
岩
中
）
　
加
藤

康
富
（
田
口
・
阪
田
）

・
岩
津
地
区
　
占
沢
多
満
司
（
鴨
田

―
区
）
　
田
沢
常
男
（
鴨
田
南
・
鴨

田
２
区
）
　
大
山
兵
三
郎
（
鴨
田
３

区
）
　
加
藤
鉱
三
（
鴨
田
４
・
５
区
）

奥
平
繁
俊
（
鴨
田
６
区
）
　
三
浦
源

古
（
鴨
川
７
区
）
　
浅
井
太
郎
（
鴨

田
８
区
）
　
粥
川
五
重
（
鴨
田
９
区
）

内
田
久
納
（
井
ノ
ロ
・
井
ノ
ロ
新
・

が
）
　
市
川
千
世
伎
（
大
樹
寺
―
・

２
・
３
丁
目
）
　
中
村
治
徳
（
上
里

―
～
３
丁
目
･
Ｔ
≪
Ⅲ
Ｉ
・
２
丁
目
）

酒
井
勝
（
大
門
Ｉ
・
２
・
５
丁
目
）

鈴
木
廣
市
（
大
門
３
・
４
丁
目
）

清
水
テ
ル
子
（
百
々
１
区
・
百
々
西

町
）
　
木
下
常
男
（
百
々
２
区
）

竹
内
千
代
（
百
々
３
区
）
　
大
河
原

嘉
六
（
堂
前
町
・
河
原
町
・
青
木
町
）

柏
原
陸
平
（
松
僑
）
　
内
田
喜
久
治

　
（
束
阿
知
和
・
西
阿
知
和
）
　
浅
井

幸
雄
（
東
蔵
前
南
・
西
蔵
前
）
　
柴

田
ヨ
シ
エ
（
真
福
寺
）
　
岡
田
明
（
恵

田
・
丹
坂
・
駒
立
）
　
岸
正
信
（
岩

津
〈
生
平
・
川
畔
・
檀
の
上
・
車
塚

・
新
城
・
西
坂
（
岩
津
天
神
を
除
く
）

・
於
御
所
〉
・
八
ッ
木
）
　
山
口
暉

男
（
岩
津
〈
東
山
・
申
堂
・
市
場
〉

・
東
蔵
前
北
）
　
柴
田
キ
ミ
子
（
岩

津
天
神
）
　
加
藤
健
市
（
仁
木
）

竹
内
鎌
一
　
（
仁
木
団
地
・
仁
木
川
越
）

市
川
清
（
奥
山
田
・
北
斗
台
〈
４
１

７
区
〉
）
　
松
野
ひ
さ
ゑ
（
北
斗
台

　
〈
Ｉ
～
３
区
・
８
～
1
1
区
〉
）
　
児

玉
喜
八
郎
（
細
川
〈
―
・
２
・
1
0
・

Ｈ
区
〉
）
　
長
坂
一
二
（
細
川
〈
３

４
・
５
区
）
　
大
水
甚
朗
【
細
川
〈
６

・
７
・
８
・
９
区
〉
】
　
大
野
賢
一

（
桑
原
・
宮
石
・
川
向
）
　
清
水
一

郎
（
奥
殿
・
日
影
・
渡
通
津
）

・
矢
作
地
区
　
黒
柳
賢
次
（
矢
作
Ｉ

区
・
渡
上
〈
口
吉
〉
）
　
寺
田
マ
サ

エ
（
矢
作
２
区
）
　
岩
月
保
子
（
矢

作
３
区
〈
国
道
北
側
〉
）
　
佐
野
む

め
（
矢
作
３
区
〈
国
道
南
側
・
名
鉄

線
北
側
〉
）
　
都
築
義
子
（
矢
作
３

区
〈
名
鉄
線
南
側
〉
）
　
大
村
実
（
矢

作
４
区
〈
国
道
北
側
〉
）
　
西
岡
咬

子
（
矢
作
４
区
〈
国
道
南
川
〉
）

稲
垣
寿
三
郎
（
矢
作
５
区
〈
―
～
６

組
〉
）
　
細
井
千
太
江
（
矢
作
５
区

　
〈
７
～
1
3
組
〉
）
　
尾
崎
み
つ
（
矢

作
５
区
〈
1
4
～
1
8
組
〉
）
　
中
根
三

二
（
暮
戸
・
北
本
郷
）
　
岩
月
武
男

　
（
中
園
）
　
杉
山
勝
（
岫
越
〈
川
端
〉

　
・
紬
越
ユ
ニ
チ
カ
）
　
結
城
三
春
（
紬

越
〈
本
郷
〉
）
　
杉
坂
正
治
（
森
越
）

矢
田
雅
一

C
Ｍ

･

12

（
北
野
〈
６
１
９
・
1
0
－

1
3
1
1
・
1
3
－
２
組
〉
）

竹
内
鉦
一
郎
（
北
野
〈
―
～
５
・
1
0

－
Ｉ
・
Ｈ
・
1
4
組
〉
）
　
岩
附
金
一

　
（
橋
目
本
）
　
伊
奈
鎮
雄
（
橋
目
中

　
・
小
針
〈
西
〉
）
　
石
川
定
義
（
束

大
友
）
　
高
橋
ハ
ル
（
西
大
友
）

沢
田
ひ
で
（
小
針
）
　
中
根
錦
治
（
宇

頭
Ｉ
～
４
区
）
　
小
林
江
美
（
宇
頭

５
・
８
区
）
　
竹
内
徹
（
宇
頭
６
・

７
区
）
　
上
田
脩
一
　
（
西
本
郷
〈
和

志
山
・
山
下
を
除
く
〉
）
　
鈴
木
ミ

チ
エ
（
西
本
郷
〈
和
志
山
・
山
下
〉
）

本
多
良
幸
（
東
本
郷
・
新
堀
・
京
永
）

山
田
巌
（
筒
針
）
　
小
野
田
善
一
　
（
渡

上
〈
日
吉
を
除
く
〉
）
　
三
井
房
雄

（
渡
下
・
束
牧
内
・
肥
後
原
団
地
）
心

大
久
ぼ
登
美
枝
（
上
佐
々
木
・
下
佐

々
木
・
石
工
団
地
）
　
稲
垣
精
一
　
（
島

坂
・
昭
和
）
　
丹
羽
正
幸
（
大
和
〈
Ｉ

～
６
組
〉
）
　
梶
原
テ
ッ
子
（
大
和

〈
７
～
1
0
組
〉
）
　
大
塚
と
し
子
（
束

レ
社
宅
）

一
六
ッ
美
地
区
　
畔
柳
栄
一
　
（
上
和

田
・
城
南
）
　
福
岡
陽
子
（
上
和
田

団
地
）
　
波
辺
芳
久
（
宮
地
・
法
性

寺
）
　
金
山
久
子
（
野
畑
・
下
和
山
）

石
川
巌
（
井
内
）
　
真
杉
登
（
牧
御

堂
・
巾
之
郷
）
　
松
下
義
明
（
中
之

郷
団
地
）
　
兵
藤
誠
（
赤
渋
）
　
杉

崎
美
枝
子
（
土
井
）
　
三
愉
虎
之
助

I

.
J
.
.
.
＊
―

I

1

＼

I

1

-
Ｔ
Ｔ
Ｎ

/
　
　
一
’
・
ｌ
ｌ
ｔ
ｒ
ら
・
め
Ｉ
ヴ
ペ

（
土
井
団
地
）
　
松
井
俊
明
（
上
青
一
べ

　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
　
　
　
‐
ｌ
　
■
　
Ｉ
　
Ｉ
　
〆
　
一
一
ｆ
　
・
『
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

野
』
　
大
竹
ナ
ツ
エ
（
在
家
・
坂
左
球

右
）
　
宮
本
憲
二
（
下
青
野
・
本
郷
）

鳥
居
昇
平
（
高
僑
・
上
合
歓
木
・
下

合
歓
木
）
　
鈴
木
ヌ
イ
子
（
福
桶
・

上
三
ッ
木
・
下
三
ッ
木
）
　
村
山
一

枝
（
中
島
上
側
・
安
藤
）
　
河
島
武

雄
（
中
島
八
幡
・
新
町
）
　
阿
部
久

枝
（
中
島
本
町
・
境
町
・
高
畑
・
後

屋
敷
）
　
野
々
山
光
男
（
正
名
・
定

国
・
中
村
・
国
正
）
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８

但
・
ツ
孫

心
ぷ

永旧面

容吟励
恥貼肛

ｙ､､＿づと＿ノ

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
Ｃ
以
下
に

な
る
と
水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
、
水

道
管
が
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

　
寒
波
に
よ
る
緊
急
修
繕
体
制
は
、

水
道
岫
と
市
指
定
工
事
店
が
協
力
し

て
あ
た
り
ま
す
が
、
破
裂
が
多
発
し

た
場
合
に
は
申
込
み
が
あ
っ
て
も
す

ぐ
修
絣
に
行
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
た
り
、
風
当
た
り
の
強
い
と
こ

ろ
は
、
各
家
庭
で
早
め
に
保
温
し
て

破
裂
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

・
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
　
水
逆
竹
や
じ
や
口
の
部
分
に
、

　
古
毛
布
や
、
な
わ
、
こ
も
等
の
保

　
温
材
を
巻
き
つ
け
て
、
そ
の
上
か

　
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
保
温
材
が
ぬ

　
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き
は

　
　
凍
結
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ

　
熱
湯
を
徐
々
に
か
け
て
温
め
ま
す
。

　
直
接
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ

Ｉ
Ｑ

Ｌ
Ｖ

き
は
、
屋
外
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
巾
に
あ
る
甲
止
水
栓
の
ハ
ン

ド
ル
を
右
に
回
し
、
水
を
止
め
て

か
ら
最
寄
り
の
水
道
工
事
店
へ
修

絣
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

”
４
い

　
ｔ
　
ｔ

天
然
ガ
ス
ヘ
の

　
転
換
か

終
わ
り
ま
し
た

　
昨
年
８
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
市

内
の
天
然
ガ
ス
ヘ
の
転
換
作
業
は
、

昨
年
1
2
月
2
4
口
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。
万
一
、
出
し
忘
れ
等
で
未
調

整
の
ガ
ス
機
器
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
ま
ま
で
お
使
い
に
な
る
と
危
険

で
す
か
ら
、
必
ず
ガ
ス
会
社
へ
申
し

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
今
後
部
市
ガ
ス
用
の
ガ
ス

器
具
を
お
求
め
に
な
る
場
合
は
、
都

市
ガ
ス
用
1
3
A
（
天
然
ガ
ス
川
）
と

万
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
　
指
定
し
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

1こｰ・ｒ-ｚｚ-ｚ;
ZＺ-Zl-ZZ-ＺＩ･zｚ-ａ-ｚz-ｚj

市
史
編
さ
ん
周
囲
（
一
旱
）

謁
播
神
社
と
物
部
氏

　
古
代
の
人
々
の
生
活
と
神
社
と
の

関
係
は
深
か
っ
た
。
村
々
の
神
杜
の

祭
礼
が
四
季
の
節
目
を
告
げ
知
ら
せ

た
。
こ
う
し
た
点
を
古
代
国
家
は
見

逃
す
こ
と
な
く
、
ど
う
に
か
し
て
支

配
の
体
系
に
取
り
こ
も
っ
と
努
め
た
。

そ
の
ひ
と
つ
に
全
国
の
神
社
を
選
別

し
た
上
で
序
列
づ
け
る
試
み
が
あ
っ

た
。
古
代
国
家
が
選
別
し
た
神
社
は

社
　
係
を
推
測
で
き
る
の
は
、
そ
の
祭
神

　
　
が
、
物
部
氏
の
祖
に
あ
た
り
、
か
つ
、

神
　
三
河
岡
造
の
祖
に
あ
た
る
と
観
念
さ

播
　
れ
て
い
た
「
大
木
食
命
」
・
『
千
波

　
　
夜
命
一
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

謁
　
　
こ
ａ
４
ｔ
‥
く
太
田
茫
が
「
剛
附
搬

　
１
１
１
’
－
－
－
＝

十
世
紀
に
で
き
た
「
泡
喜
式
」
と
い

う
史
料
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

　
占
代
の
額
田
部
か
ら
は
、
謁
播
神

社
と
稲
前
神
社
と
が
選
別
さ
れ
て
、

こ
の
「
延
喜
式
」
に
絨
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
神
杜
の
所
在
地
は
、

古
代
を
劣
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い



お　か　ざ　き市政だより昭和56年1 月15日９－

　
第
５
回
全
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
市
役
所

会
議
室
で
行
わ
れ
、
学
区
単
位
の
部
で
六
ツ
美
南
部
、

花
壇
単
位
の
部
で
土
＃
Ａ
花
壇
が
そ
れ
ぞ
れ
最
曖
秀
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
月
2
0
日
）

　
交
通
遺
児
を
は
け
深
↓
９
「
ミ
カ
５
や
ん
フ
レ
ノ
ス
マ
ス

バ
ー
テ
イ
ー
Ｌ
が
太
掘
の
奴
で
一
同
朽
机
、
ゲ
ー
ム
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
■
･

ｖ
ｖ
ｐ
-
ﾝ
*
｡
／
ル
升
ノ
ー
ー
ー
″
ビ
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ

い
加
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
｛
1
2
月
こ
｝
」
）

　山中八幡宮で「テンデンガツサリ」が盛大口

行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（1月3ﾖﾖ）

｜

　恒例の新年交礼会が竜美丘会館で行われ、市内各界か

らの多数の人々でにぎわいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1月1日)
｜

｜



10

い
で
自
由
に
決
定
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
小
作
料
の
標

準
額
を
今
回
改
訂
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
1
0
ア
ー
ル
当
た
り
の
標
準
小
作
料

２
万
円

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
の
所
有
者
の
住

所
が
市
外
等
に
異
動
し
た
場
合
に
も
、

必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

償
却
資
産
の
申
告
は

　
１
月
3
1
日
ま
で
で
す

資
産
税
課
　
容
2
3
　
6
０
9
4

　
選
考
試
験
　
２
月
1
5
日
（
日
）
午

前
９
時
　
岡
崎
市
役
所
６
階
会
議
室

　
申
込
手
続
　
申
込
用
紙
を
職
員
課

人
事
係
で
受
領
し
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
償
却
資
産
の
巾
告
は
お
済
み
に
な
　
　
・
小
売
販
売
業
者
に
対
す
る
米
穀
類

り
ま
し
た
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
入
量
割
当
手
数
料

　
ま
だ
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
　
　
　
　
　
　
　
改
正
前
　
３
０
０
円

か
た
は
、
一
月
三
十
一
日
（
土
）
の
　
　
　
　
　
　
　
改
正
後
　
３
５
０
円

申
告
期
限
ま
で
に
、
必
ず
巾
告
を
し
　
　
・
転
出
証
明
沓
交
付
手
数
料

て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
資
産
税
課
償

却
資
産
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

改
正
前
　
１
０
０
円

改
正
後
　
１
２
０
円

放
置
自
転
車
に

心
あ
た
り
の
か

匹
通
安
全
対
策
室

　
　
　
　
豊
2
3

6
2
３
8

　
昨
年
十
二
月
二
日
と
四
ロ
に
、
次

の
場
所
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
て
、

所
有
者
の
判
明
し
な
い
自
転
車
を
撤

去
し
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
市
有
地

で
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

　
期
限
後
は
廃
棄
物
（
ご
み
）
と
し

て
処
分
し
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の

か
た
は
交
通
安
全
対
策
室
ま
で
ご
辻

絡
く
だ
さ
い
。

∵
岡
鉄
岡
多
線
中
岡
崎
駅
‐
：
６
台

∵
国
鉄
岡
多
線
北
岡
崎
駅
・
・
・
1
6
台

∵
国
鉄
岡
多
線
北
野
桝
塚
駅
：
‐
２
台

∵
乙
川
提
防
仮
自
転
車
置
場
…
Ｈ
台

∵
名
鉄
東
岡
崎
駅
前
自
帳
車
樅
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
：
1
5
台

∵
康
生
通
西
（
シ
ビ
コ
）
通
路
…
８
台

▽
･
:
＞
；
^
鉄
矢
作
僑
駅
付
近
路
上
…
２
台

∵
羽
根
町
地
内
自
転
車
に
場
：
‐
８
台

∵
名
鉄
美
合
駅
自
転
巾
置
場
‐
：
Ｈ
台

　
　
　
計
　
7
9
台

　
不
況
対
策
特
別
融
資

　
　
　
　
　
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
不
況
に
よ
り
経
営
が
困

難
な
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
の
円

滑
を
図
る
た
め
不
況
対
策
融
資
を
１

月
1
9
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
商
工
労

政
課
金
融
係
（
a
2
3
1
6
2
1
5
）

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
２
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
在
場
所
計
量
器

検
査
を
行
い
ま
す

商
工
労
政
課
萱
2
3
　
６
２
1
２

　
収
引
、
証
明
な
ど
に
使
用
す
る
は

か
り
で
、
姓
物
等
に
固
定
さ
れ
て
い

て
集
介
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
も
の
に
つ
い
て
、
計
址
法
に
基
づ

く
所
在
場
所
検
轟
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
は
か
り
を
使
川
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、
一
月
三
十
一
日
ま
で

に
商
工
労
政
課
商
工
計
址
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
農
地
の
貸
し
借
り
に
伴
う
小
作
料

に
つ
い
て
は
、
貸
し
于
（
地
主
）
と

借
り
手
（
小
作
人
）
の
両
者
の
話
合

　
　
▼
畑
…
…
８
千
５
百
円

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
貝
会

へ
お
問
い
八
］
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所

　
　
　
　
　
　
昔
2
1
　
「
／
３
０
３

行
政
課
　
　
　
ａ
2
3
　
６
０
3
９

一
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集

　
年
齢
　
満
1
8
歳
か
ら
2
5
歳
ま
で
の

男
子

　
目
的
　
技
術
の
修
得
、
身
心
の
鍛

練
等

　
待
遇
　
初
任
給
９
１
、
６
０
０
円

賞
与
年
３
回
合
計
４
・
３
ヵ
月
分
支

給
、
衣
食
住
無
料

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
岡
崎

出
張
所
、
又
は
行
政
課
庶
務
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

岡
崎
市
作
業

　
　
　
職
員
の
募
集

職
員
課
　
酋
2
3
　
6
０
０
2

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
に
採
用
す
る

岡
崎
市
作
業
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　
職
種
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

ご
み
等
の
収
集
作
業

　
採
用
人
員
　
数
名

　
応
募
資
格
　
昭
和
2
5
年
４
月
２
日

以
降
に
出
生
の
男
子
（
学
歴
不
問
）

　
受
付
期
間
　
１
月
2
6
日
（
月
）
～

２
月
７
日
（
土
）

固
定
資
産
を

　
お
持
ち
の
か
た
へ

資
産
税
課
　
ａ
2
3
　
6
０
9
4

　
固
定
資
産
（
土
地
・
建
物
）
の
所

有
者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
固

定
資
産
に
つ
い
て
相
続
登
記
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
翌
年
か
ら
相
続

人
全
貝
の
か
た
が
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
お
手
数

で
す
が
納
税
義
務
者
の
変
更
の
申
出
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子
供
初
級
　
第
４
回
＝
１
月
2
9
・

3
0
・
3
1
日
・
２
月
２
・
３
日
／
第
５

回
１
２
月
1
9
・
2
0
・
2
1
・
2
3
・
2
4
日

　
子
供
中
級
　
第
４
回
＝
２
月
５
・

６
・
７
・
９
・
1
0
日
／
第
５
回
＝
２

‥
‥
‥
2
6
・
が
一
・
2
8
日
・
３
月
２
・
３
日

　
時
間
　
午
後
６
時
半
～
７
時
半

　
会
費
　
３
千
円

チ
ー
ム
に
制
限
し
ま
す
。

　
受
付
日
時
　
２
月
1
0
日
～
Ｈ
日

午
後
６
時
～
８
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
公
園
体
育
場
（
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
東
側
）
豊
2
3
－
1
2
3
6

　
そ
の
他
　
○
電
話
で
の
申
込
洒
は

受
理
し
ま
せ
ん
　
＠
登
録
川
紙
は
、

Ｉ
チ
ー
ム
ー
部
で
す
　
＠
他
の
チ
ー

ム
の
代
行
は
認
め
ま
せ
ん

　
相
談
内
容
　
家
庭
問
題
（
夫
婦
、

相
続
、
生
き
が
い
等
困
り
ご
と
）

　
日
時
　
２
月
４
日
（
水
）
・
1
8
‐
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
励
く
婦
人
会
館

　
相
談
員
　
家
庭
獄
利
所
調
停
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
久
子
氏

　
相
談
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
お
早
め
に
、
働
く
婦

人
会
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
基
本
的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
睡
眠
、
く
せ
等
）

▼
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
反
抗
等
）

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
２
月
５
‐
・
1
2
日
・
1
9

日
・
2
6
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
俊
房
氏

　
申
込
方
法
　
電
話
2
3
j
6
4
3
3

へ
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
岡
崎
墓
園
で
は
、
平
日
に
墓
地
利

川
の
申
込
１
　
続
き
な
ど
が
ご
晶
合
の

悪
い
か
た
の
た
め
に
、
毎
月
一
回
、

日
曜
墓
地
相
談
日
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
墓
地
は
、
経
済
的
に
刊
川
で
き
る

二
型
墓
地
（
２
ぼ
・
５
万
６
千
円
）

か
ら
、
墳
墓
が
四
基
ま
で
設
置
で
き

る
八
型
墓
地
（
８
ぼ
・
2
2
万
４
千
円
）

ま
で
四
睡
頬
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
方

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
時
　
１
月
2
5
日
（
日
）
午
前
８

時
3
0
分
１
午
後
５
時

　
場
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公
園

管
理
事
務
所
（
岡
崎
菜
園
入
口
）

　
そ
の
他
　
募
地
利
用
の
手
続
き
を

さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
墓
園
永
代
使
用
料
の
納
入

は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

　
２
月
の
日
曜
墓
地
相
談
日
は
、
2
2

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ
　
　
日
（
第
４
日
曜
日
）
の
予
定
で
す
。
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「絵女房山」明大寺町

年）、電話番号を明記し、〒４

4 4　岡崎市十王町２丁目9番

地　岡|崎市役所市妊公室広報広

聴課広報係へお送りください。

　応募は一人一枚。二枚以上心

募されたかたは無効となります。

　締切　１月28 ロ(水）

当日消印有効

　応募資格　岡崎市民

　賞品　１位から3位まで図書

券、４位からlo位まで記念品。

　発表　市政だより２月15日号

　問題　昭和56年2 月1 日午前

10時現在で，おかざきテレホン

サービスの通算回数は何回にな

るでしょうか。ただし，オーバ

ーした場合は失格となります。

〈ヒント〉　昭和55年の回数

　10月１日…315.685回

　11月１日…325.424回

　11月15日…329,158[l!l

　12月１日…333.485mi

　12月15日…336,664回
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軟
式
野
球
の
登
録

　
を
受
け
付
け
ま
す

体
育
課
　
容
5
3
　
1
８
1
1

　
昭
和
五
十
六
年
度
岡
崎
軟
式
野
球

協
会
登
録
の
受
付
を
し
ま
す
。

　
な
お
登
録
は
、
先
着
順
で
１
３
０

つ
１
月
の
納
税

ii

蚕
市
民
税
・
県
民
税
（
第
４
期
）

鳶
国
民
健
康
保
険
料
（
第
４
期
）

　
納
期
限
几
ｙ
１
月
3
1
日
（
土
）

　
お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で
に
納

］
付
さ
れ
ま
す
よ
Ｉ
つ
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
組
合
で
納
付
さ
れ

る
か
た
は
、
各
細
合
で
決
め
ら
れ

　
　
た
収
納
取
扱
日
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。収

納
課
　
萱
2
3
　
6
1
1
5



12－

県
立
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
　
　
と

高
浜
職
業
訓
練
校

　
訓
練
生
の
募
集

・
岡
崎
職
業
訓
練
校
　
美
合
町
平
端

二
四
　
萱
5
1
1
0
7
7
5

　
訓
練
科
・
定
員
・
（
期
間
は
１
年
）

▼
機
械
製
図
科
（
女
性
可
）
‐
：
3
0
名

▼
賤
は
科
：
‐
3
0
名
　
▼
電
気
工
事
糾

…
2
0
名
　
▼
自
動
車
幣
備
科
…
3
0
名

　
入
校
日
　
４
月
７
日

　
応
募
資
格
　
年
齢
3
0
歳
以
下
の
か

た
で
、
鳥
等
学
校
卒
業
以
上
（
３
月

卒
業
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）
の
か
た
、

　
応
募
方
法
　
３
月
商
導
学
枚
卒
業

見
込
み
の
か
た
は
、
入
校
願
外
と
囮

表
書
（
就
職
者
用
）
を
訓
練
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
高
等
学
校
卒
業

者
で
、
満
3
0
歳
ま
で
の
か
た
は
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所
か
、
岡
崎
職

業
訓
練
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

１
０

・
高
浜
職
業
訓
練
校
　
高
浜
市
鳥
浜

町
港
町
一
　
豊
0
5
6
6
－
5
3
1
0

　
訓
練
科
・
定
員
（
期
悶
は
１
年
）

▼
第
１
建
築
科
…
3
0
名
　
▼
建
築
製

図
科
（
女
性
可
）
：
‐
3
0
名
　
▼
イ
ン

テ
リ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
糾
（
女
性
可
）

…
3
0
名

　
応
募
資
格
　
３
月
高
等
学
校
以
上

の
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
か
た
、
又

は
高
等
学
校
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
か
た
で
、
お
お
む
ね
3
0
歳
以

下
の
か
た
。

　
応
募
方
法
　
新
規
学
卒
者
は
、
人

校
鴨
書
・
調
査
書
、
そ
の
他
の
か
た

は
、
入
校
願
書
と
裏
面
の
健
康
診
断

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
、

　
第
2
3
回
愛
知
県
職
業
訓
練
展

　
日
時
　
１
日
辰

日
（
Ｈ
）
　
午
前
1
0
時
１
午
後
４
時

　
場
所
　
閻
崎
職
業
訓
練
校

定
年
延
長
奨
励
金
・

継
続
雇
用
奨
励
金
の

支
給
申
請
時
期
せ
ま
る

岡
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
萱
2
1
　
1
1
６
1

　
あ
な
た
の
会
社
で
は
、
定
年
年
齢

を
五
十
六
巌
以
上
に
引
上
げ
て
い
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
六
十
歳
以
上
の
定

年
制
が
あ
り
、
定
年
に
達
し
た
人
を

再
雇
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
定
年
延
長
奨
励
金
と
継
続
雁
用
奨

励
金
の
支
給
巾
請
時
期
は
、
毎
年
一

月
の
１
ヵ
月
間
で
す
。

　
定
年
延
長
奨
励
金
額
大
企
業
・
：
該

当
す
る
労
働
者
―
人
に
つ
き
3
0
万
円

中
小
企
業
・
：
同
4
0
万
円
（
な
お
、
中

小
企
業
に
は
愛
知
県
よ
り
該
当
労
働

者
一
人
当
た
り
1
0
万
円
の
上
乗
せ
支

給
が
あ
り
ま
す
。
）

　
継
続
雇
用
奨
励
金
支
給
金
額
　
大

企
業
…
該
当
す
る
労
渦
者
一
人
に
つ

｜

き
1
5
万
円
　
中
小
企
業
・
：
同
2
0
万
円

　
（
な
お
、
中
小
企
業
に
は
愛
知
県
よ

り
該
当
労
働
者
一
人
当
た
り
５
万
円

の
上
乗
せ
支
給
が
あ
り
ま
す
。
）

国
の
進
学
ロ
ー
ン
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
金
融
公
庫
岡
崎
支
店

　
　
　
　
　
≫
2
4
　
1
7
1
1

　
利
用
資
格
　
高
校
・
大
学
等
に
進

学
さ
れ
る
た
め
の
資
金
を
必
要
と
さ

れ
る
か
た
。

　
融
資
額
　
―
世
幣
あ
た
り
5
0
万
円

以
内

　
融
資
期
間
　
高
校
３
年
以
内
、
大

学
４
年
以
内

　
利
息
　
利
用
時
の
基
準
金
利
（
Ｓ

年
Ｈ
月
現
在
８
・
８
％
）

　
保
証
人
　
１
名
以
上

　
返
済
方
法
　
毎
月
元
刊
均
等
返
済

　
取
扱
期
間
　
今
春
進
学
の
か
た
は

１
月
～
４
月

住
宅
取
得
控
除
の

説
明
会
ご
案
内

岡
崎
税
務
署

　
　
　
　
　
酋
2
2
　
６
5
1
1

　
日
程
　
▼
１
月
3
1
口
出
―
岡
崎
市

役
所
６
階
第
一
会
議
室
（
午
前
1
0
時

～
正
午
）
　
▼
２
月
３
日
肉
―
大
平

市
民
セ
ン
タ
ー
（
午
前
1
0
時
～
正
午
）
、

矢
作
農
協
本
所
３
階
ホ
ー
ル
（
午
後

２
時
～
４
時
）

　
対
象
者
　
昭
和
5
5
年
中
に
住
宅
を

新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ
た

り
し
て
入
居
さ
れ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
か
た
（
床
面
偵
が
１
６
５
平
方
メ

ー
ト
ル
以
ド
の
住
宅
に
限
る
）

　
当
日
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

①
昭
和
5
5
年
分
の
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
　
②
家
屋
の
登
記
簿
の
謄
本

③
住
民
票
の
写
し
　
④
印
鑑
・
ボ
ー

ル
ペ
ン
・
電
卓
又
は
そ
ろ
ば
ん

　
住
宅
資
金
を
民
間
の
金
融
機
関
か

ら
借
入
れ
た
か
た
は
、
次
の
書
類
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
　
①
金
融
機
関

が
発
行
す
る
「
匯
宅
収
得
に
係
る
融

資
額
の
償
還
金
額
導
証
明
書
」
　
②

請
負
契
約
書
又
は
売
買
契
約
占
の
写

し
（
建
売
匯
宅
を
買
っ
た
か
た
は
、

宅
地
建
物
収
引
業
者
が
発
行
す
る

　
一
家
尿
譲
渡
対
価
証
明
書
）
）

　
申
告
用
紙
は
、
会
場
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
当
日
会
場
で
提
出

で
き
ま
す
。

・
税
の
相
談
は
お
気
軽
に

　
今
年
も
贈
与
税
や
所
得
税
の
巾
告

期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
税
金

の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室
を
ご
刊

川
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
嘔
名
で
結
構
で
す
し
、
相

談
官
が
責
任
を
も
っ
て
応
対
し
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

｜

　
各
町
で
定
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い

14

日
川

13

日
剛

12

日
(昶

]0

日

{■K>

９

↓」

㈲

７

日

(|:)

６　５

日　日

吻｜（木）

４

卜

印

３

日

(刈

２

□

㈲

収

集
日

収
集

実

施
町

名

Ｗ

ツ

区

2

束能

ジ

≒

■It3什
　丁本

　□１

　　リ

　西日

　皿・

　　■ 2
　皿■!""

　　｀川

　城・

ニ

ヅ1

帽万

　帖

３本

丁野
川通

　｀1

連丁
尺n

通,;

　■ ^.
細

嶽バ

　１

　康　１

昌

　よ

　反

　3

３伽

丁園

I-J 1
　　」

　　目

　　２
　　丁

　　目

５伝

丁馬

iJ ,＼li

　■ 3
十丁

ﾄ■;日

　　４
　　」

　　日

台医淑

　新六

　　｀似

　,ILj ｀

　梅東

　圃六

　　｀供

　三北

　　≒71

　　襲六

国
民
の
睨
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
ご

み
の
収
槃
及
び
し
尿
の
く
み
取
り
を
休

み
ま
す
。
ご
み
を
持
ち
出
し
場
所
へ
出

さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。



　
　
く
だ
さ
い
、

き
　
　
税
務
相
談
室
岡
崎
分
室
…
岡
崎
市

ざかお市政だより13－　昭和56年１月15日-

明
大
寺
本
町
一
丁
目
四
六
番
地
（
岡

崎
税
務
桝
内
）
豊
2
4
1
1
2
1
1

自
動
車
の
登
録
と

自
動
車
税
の
申
告
は

　
　
お
済
み
で
す
か

西
三
河
事
務
所
税
務
課

　
　
　
　
　
＆
2
3
　
1
2
1
1

　
自
助
車
を
購
入
さ
れ
た
か
た
、
下

取
り
に
出
さ
れ
た
か
た
。
売
却
（
解

体
）
さ
れ
た
か
た
、
あ
る
い
は
住
所

な
ど
を
変
更
さ
れ
た
か
た
Ｉ
陸
運
事

務
所
へ
の
輦
録
は
お
済
み
で
す
か
。

　
ま
だ
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

　　　　　--　=W　･W皿皿　　=　･---謳らしの中o体がう<万

(nq4で　●立つとき

　　　　　　　おじぎをしながら膝を
伸ばして立つ

至
急
登
録
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
。
自
動
車
税
の
納
脱
義
務

発
生
・
消
滅
・
変
更
の
申
告
書
を
県

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
し
た
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、

既
に
所
有
し
て
い
な
い
自
動
巾
に
対

し
て
、
自
動
市
税
が
課
税
さ
れ
た
り
、

自
動
車
税
の
納
脱
通
知
書
や
還
付
金

が
正
し
く
到
達
さ
れ
な
か
っ
た
り
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
ほ
か

の
人
に
依
頼
さ
れ
た
場
合
に
は
、
確

尖
に
于
続
き
が
終
わ
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
三
月
下
旬
は
陸
連
収
務
所

の
窓
口
が
Ⅲ
当
混
匯
い
た
し
ま
す
の

で
、
自
助
小
の
名
儀
変
更
や
廃
車
な

岩津市民センタープロポーション教室｜　　　　　　

榊　原　圭　以　好講師

）

ど
の
登
録
手
続
き
は
、
三
月
十
五
日

ご
ろ
ま
で
に
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

・
公
給
領
収
証
を

　
　
受
け
取
り
ま
し
よ
う

　
公
給
領
収
証
と
は
、
み
な
さ
ん
が

遊
叫
、
飲
食
な
ど
を
さ
れ
、
そ
の
料

企
を
支
払
っ
た
場
合
に
、
店
の
経
営

者
が
、
客
か
ら
料
金
や
料
理
飲
食
等

消
費
税
な
ど
を
受
け
収
っ
た
こ
と
を

証
す
る
た
め
に
、
発
行
す
る
よ
う
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
書
飢
で
す
。

　
こ
の
公
給
領
収
証
は
、
み
な
さ
ん

が
支
払
っ
た
税
金
が
正
し
く
県
に
納

め
ら
れ
る
た
め
に
必
嬰
な
も
の
で
す

か
ら
、
支
払
い
の
際
に
は
、
必
ず
公

　
　
　
●

給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
　
悦
金
が
か
か
ら
な
い
場
合
　
②

公
綸
領
収
証
を
使
用
し
な
い
場
所
と

し
て
県
が
指
定
し
た
旅
館
、
飲
食
店

な
ど
で
宿
泊
、
飲
食
し
た
場
合

▽
第
４
回
西
三
河
高
等
学
校
生
徒
美

　
術
展
　
　
１
月
2
7
日
Ｉ
２
月
１
日

▽
第
９
回
岡
崎
市
小
中
学
校
造
形
展

　
　
　
　
　
　
　
２
月
４
日
～
８
日

▽
第
1
1
回
愛
知
教
育
大
学
附
属
養
護

　
学
校
校
外
美
術
展

　
　
　
　
　
　
　
２
月
1
2
日
～
1
5
日

▽
西
三
河
公
立
小
中
学
校
事
務
職
員

　
文
化
展
　
　
　
２
月
1
2
日
～
1
5
日

▽
草
筆
教
室
わ
ら
べ
展

　
　
　
　
　
　
　
２
月
1
2
日
～
1
5
日

▽
第
1
3
回
中
部
日
本
書
道
会
西
三
河

　
支
部
会
員
展
　
２
月
1
8
日
～
刀
　
　
日

▽
第
３
回
葵
展

　
　
　
　
　
２
月
2
5
日
～
３
月
１
日

▽
第
２
回
美
側
展

　
　
　
　
　
２
月
2
5
日
～
３
ｕ
Ｉ
Ｈ

一
入
場
無
料
　
一
開
館
時
間
　
午
前

旧
一
時
～
午
後
６
時
　
入
館
は
午
後
５

時
3
0
分
ま
で
。
各
行
事
最
終
日
は
、

閉
館
時
間
が
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　　　　自動車文庫@

月のみどり号gr2251
駐　　車　　場 ２月巡回日 駐車時間(1時間J

矢作農協牧内支所
３日(-iO

17日(勾

午前10時30分から

六v美北部小学咬 午後１時30分から

六■V芙巾部小学校 午後s時　から

大門小学校 午･前９時30分から

大田寺小学校 ４日團　　午fjijlO時H5分から

18H('W　午後i峙30分から

　　　　　午後3時　から

常磐小学校

常磐束小学校

男川小学校 。，－、ﾄF前10峙30分から

六レ美南部小学杖
J i:ふV

19日巾
午後川柚0分から

hv> 岡小学校 午後3時　から

泰竹i学区公民館
6 川剥

20 口吻

午ill]10時　から

山中小学校 午後1 時30分から

曝川小学咬 午後３時　から

心日I小学枚

lo日勾

午前9時30分から

岩誰小学校 午前lO時M5分から

細川小学校　24日出 午後１時30分から

奥殿小'-7-校 午後3時30分から

矢作東小学校
１１I･･JI ＼.＼

午前io時30分から

欠印西小学校 二と　浦後1時30分ヵ･ら
矢作北小学校

i-りu ゝjv

午後o時　から

生平小学校｜　、。,.,、 午fJijlO時30分から

泰梨小■■T- 校
i乙IJHV

26日附
午後１時30分から

常磐南小学校 午後3時　から

契合束部農＼fj,
13日剛

27日剛

午前10時30分から

縁丘小学校 午後１時30分から

亀谷小学杖 午後３時　から
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２月の 保健だより

１歳６ヵ月児健康診査
-

一

一
-

-
-

-

・　医師・歯科医師の診察、身体測定、育児･栄養相談。

　受付時間　　午後１時～２時

　持参するもの　　母子健康于帳

２月の日程表 (保健課健康管理係　豊23－6084)

日 会　場 対Mi. 児 区　　域

５日困 埓･了七A
似健センター

昭和54年

8月生まれ

賢V,'･;r-[ii･心磐･
人l"l・人樹寺学区

２日(月)

岡　　　崎

勤労会館

岡皿Si･;J;JHi・福川・
Hiィ{■■･/■.区

16日(月) 六名■三.心- M
尺･？¶<

23日月) 政美r,.・広隅・t戒
團・恂‘喇･？区

19日出 人作市民
センター 矢1乍地区

26日困 東mi it; ivi;
センター 昭和54年

；月生まれ

配ｉ・山中・ilik
　亀'ff

25日出 人．･K- ぷi心
センター

刀川・^JSぐ?・ほIT.
■？m:.i｢■if卜」也lS

●･指定の日に都合の悪いかたは、1 歳8ヵ月までに駁

　寄りの会場で受けてください。

･・六ッ美地区、岩津地区は３月に行います。

■

親 教 室

・　１回目の教室は妊娠と気づいたら、できるだけ早く

　お受けください。

　時　間　　午後i時　　　受講料　　無料

　持参するもの　　ほ子健康于帳(なくても可)､筆記用具

　２月の日程表　　(保健課健康管理係　豊23－6084)

回 日 場　　所 対　　　　象

１
回
目

５日俐 岡崎保健所
妊娠7 ヵ月までのかた

19日(村 太陽の城

2

目

12日困 岡崎保健所
妊娠８ヵ月以降のかた

26日附 太陽の城

・
タ
φ
！
φ
！
φ
！
ｉ
ｊ
φ
・

１
１

い
！
ｊ
ｆ
！
φ
‘

健康メモ

　頻　尿

岡崎市医師会

症
尿の回数が翼常に多くなる病気は

ヽろいろあります。以がきれいで、

回数だけ多い場合は、神経性頻尿や、

女性の閉経期におこる女子尿道症候

群や、婦人科などで受けた手術後の
|昌江に“’｀゛゛に９゛

.a･----ﾐ.ﾐｰ--ﾐｰ---ﾐﾐ~j-〃ﾐｰきj- ･a-〃--〃j丿aaja-/a-.-･-皿.･

厚生経済部保健課　萱23　6 179

-　-

３ 歳 児 健 康 診
－

-

14－

聊
査

---
.‐

対　象　　昭和53年１月生まれの子供

注　意　　母子健康手帳持参、尿検査を実施します。

場　所　　岡崎保健所(康生通西３の30　022－2501)

2月の日程表

日 受付時間 対　象　学　区

３日

図

午後l時～

　　　２時30分

井田、美合、竜谷、藤川、緑

丘、梅園

10日

閥

午前9時～

　　　10時30分
矢作(東・西・南・北)

午mi時～

　　２時30分

羽眼､岡崎､愛宕､岩津､常磐、
常磐南･東､細川.奥殿､恵田

17日
出

午後１峙～
　　　２時30分

大樹寺、六名、福岡、大門、

連尺

24日
吻

午前９時～
　　　10時30分

一
一
一
城

乱六ッ美、（北・中・r*i）
釘、竜美丘

午後i峙～

　　２時30分

根石、広幡、秦梨、山中、男

川、本宿、生平

離

日　時

乳 食講習会
２月６日(勿･20日吻　午後i時30分から

場　所　　岡崎保健所

対　象　　３ヵ月～６ヵ月児のけ親

持参するもの　　母子健康手帳

老人・成人健康相談
場　所　　母子老人保健センター（婦人会館隣り）

２月の日程表 豊21－4825

日 時　間 内　　　　容

10日
肉

午前10時

　　～11時30分
午後１峙

　　o時30分

血圧洲定・検尿・保健指導

24日

出
II　　医師の検診(午後のみ)

　以がjlt<53していて、しかも回数が

多い場合は、お年寄りの男性に多い

前立腺肥大症や、膀胱の炎症、腫瘍

や結石などがあり、まれに膀胱へい

っている神経が障害される神経囚性

膀胱といった特殊な病気もあります。

以上のうちで最も多いのは、女性

では膀胱炎、男性では老人の前立腺

肥大症ですが、何も病気がなくても

ゼになったりします。

X
＊
＊
^
＊
'

　また、女子尿道症候群というのは、；

説は、はっきりしていませんが、閉；

経期にホルモンのバランス･がくずれ、１

尿道がいつまでもむずむずする場合｜

のことで、40歳から50歳台の女性に１

多く、かなり長期間の経過をたどり｜

ます。ただ、尿の回数が多いからと；

いって、すべて膀胱炎として放って１

小水のことばかり気にしているとM'　おかず、 泌尿器科の専門医を早めに｜

経性頻尿といって、一睡のノイロー　訪れてください
μ５･ＱＫ●･き●ｓｏｓ●河●s●ｆ●ｓ･１●ｓ●卜●ｗ●≒●Ｍ●Ｍ●ｓ･4●Ｍ●Ｍ●ｗい４●Ｍ●≒●ｗ●ｓｇＭ●ｓｓ●ｗ●ｗ●Ｍ●ｗ●ｓ●Ｍ●ら４４s●４●ｗ●り４●ｓ･４●ｗ●５●０､５･４●ｗ●Ｍｏａs●ｓ・

ｆ
！
４
≒
｀
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２月の

市政だより　　お　か　ざ　き

保健だより

　　　_＿･___________　‥-　__.__-＿　　　　　　＿　‥‥･･･　･･　　‥‥‥･___‥_______

’3種混合（百日せき･ｼﾞﾌﾃﾘｱ･破傷風）r乳幼児健康相談

ヱ墜塗（ﾏｽｸﾝJ?ﾌﾌﾟ碑雫國Q予堕声碑．１・辿巾お臨ｎ９よんﾚ臨.
_ ■

^ k̂^K^EaiaK^CKiSA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　if児・栄ﾐ楚相談。

①　昭和s年４月２日から昭和53年12月31日までに出生　ｌ　　受付時間　　午前lO時～11時30分

　した幼児。

②　昭和53年４月1［1以前に出生した幼児で第i期３回

　の接極を完了していない幼児。

ＥＩＥ匯目I

　昭和5i年12i]31日以前に出生した幼児で第1 期3回の

うち１回又は２回接極して、第i期が完了していない幼児。

ｒ霞777皿－711

　昭和52年１月１日から昭fn52年６月30 riまでに出生し

た幼児で昭fU54年12月31日以前に第1 期が完了した幼')L

ｒ闘TI罷冨7露

　第l期を完了して12ヵ月以|こを経過した6歳未満の幼

児。

旬　当日は必ず体温を測定し、母子健康于帳を持参。

　料　金　　無料

　２月の日程表　　　（保健課保継係　豊23－6180）

日 時　　　　　間 場　　　所

２日(月)
午FJ'J10時　～li時30分

本宿学区公民館
午後１時30分- 3時30分

３日(■≪
午前10時　～11峙30分

岩津市民センター
午後１時30分～^時30分

４日(和
午前lO時　～11時3O分 ほ　子　老　人

保鯉センター午mi時30分- 3時30 分

５日困
午iiijio時　～11時30分

鴨川町民会館
午mi時30分～3時30分

6 日吻 午後１時30分～Q時30分 大平市民センター

9 日(月)
午前io時　～11時30分 善光寺堂（高川）

午後１時30分- 3時30分 屯美ヶ丘南公民館

10 a (匍 午mi時30分～３時30分 太　脇　の　城

12日俐 午mi叶30分- 3 時30分 城北公会堂

13口吻
午前10吽　～11時30分

人作市民センター
午後＼時30分～３時30分

17 0('X) 午後i時30分～３時30分 東部市民センターｉ

18日俐
午前I Oil.')=　～11時30分

川　崎　支　所；

　　　　　　　　　　｜
午後i時30分- 3時30分

20日溺
午前lO時=　～u叶=so分 六　　り　　芙

市尺センター午後l時30分～３時30分

23日(月〉
午前10時=　～n時o分

芙合公民館
午後1 mo分- 3時30分

24日吠）
午前IO時　～II時30分 岡　崎　支　所

午後１時30分～3時30 分 岡崎勤労会ft'.';

25日團
午前10時　～Ｈ時30分 常磐小学校

午･後i時30分～3 時30分 労脱文化会館

26日限 午mi時30分～３時30分 矢作市民センター

27日吻
午前10時　～11叶30分 け　了　老　人

保健センター午後1時30分～３時30分

旬　医師の診察を行う対象者( 3～4 ヵ月の乳児および

　４力)]以後で初めて受診されるかた）　医帥の診察、

　体重･身長測定、育児・栄養相談。

　受付時間　　午後１時～2 時

・　母子手帳　うすいバスタオルを必ずご持参ください。

２月の日程表 （保継課健康管理係容23－6084) ●

日 ・場　　　　所 区　　　　域

3 口{-f6 青少年センター

太叫の城同大寺本町1

三鵬・城南学区

＼7日肉 六名・連尺学区

18口團

母子老人保健センター

,f川吠動詞燧館馴，

井山･愛宕･広幡学区

大樹寺･大門学区･常磐地区

20口iM 岡崎勤労会館 眼石・梅園学区

４日(昶 南部公会堂 岡崎・羽根学区

27B＼削
人作巾尺センター

川乍南・北学区

6 日(匍 川凍･|畔区凋数い剔

24日図 美合公民館 美合･'11(r･縁丘.･伍|||学区

10 日図 本斤丿irr冨田病院 本宿■山中乍区

12日m 岩汁市民センターＩ岩津･心Ⅲ･糾lll･奥啜学区

17日圃 六ヴ美巾民センター　六ッ美地区

9 H叫 岡崎巾医帥会館　竜美丘学区　　　ｌ

13日剛　稗　　光　　寺　福岡学区ぐ偶数月のか

卜･男川学区、河合地区のかたは、3月に大平市民セン

　ターで行います。

卜･片山･愛宕･広幡学区のかたは､18日をご利用ください。

･・妊娠中、分娩育児などでお困りのかたは、各地区の

　婦人民生児童委Ｕのかたにご相談ください。

巡 回 健 康
－ － －

相
‥一一

談

漸）巾保健鼎こよる保健指導､血圧測定、検尿､乳児相談等

　２月の日程表　　（保健課健康管理係　容23－ 6084 ）

日 時　　　　　間 場　　所

20 [;|

愉

乍前９叶30分～午前H峙30分 岩　　　津

市民センターr-後1心30分～午後3時30 分

27 日

吻

乍前9時:jo分～午前llll.'j30分 六　ッ　美

市民センターr-後1 吋o分～午後３時30分

｜
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昭和56年１月15日 - 16－

‾つ

利用していますか
- ‥

あかぎ告安売デー

　市では岡崎青米商業協同組合、岡崎

食肉事業協同組合、岡崎鶏肉商組合、

岡崎魚仲買机合のご協力を得て。

　「おかざき安売りデー」を

行っています。みなさ

んの一屑のご利用

をお勧めします。　　j

117゛I:l⊇Jへ

緊急当直担当時間 午前9時～12時 午後２時～6時 岡崎市医師会　S52-1 57 １

１　　　日 ８　　　日 １　１　日 １　５　日 ２　２　日

内

科

ま
た

は
小

児
科

川　潮医院

　　（契合）

　魯51－1887

冨田病院

　　(本宿)

　萱48－2431

つかざき医院

　　（本宿>

　≪S48－5370

石川　医院

　　（英介）

　き52-1747

杉浦内科医院

　　(契合)

　萱52－4668

大見医院

　　（」こ青fi-)

　き43－2128

長谷医院

　　(柵榊)
　a43－215O

村山医院

　呻島）

　043－2027

神谷医院

　　（幸川）

魯幸Ill 2-0212

共立病院

　　(羽　限)

　き51－1427

山本医院　｜　深川医院

　（井Ill)　　　（片田）

　萱2i一〇759　　　　024－2428

サトウ医院

　(鴨11.1)

　萱24-1221

大山医院

　　（束磁前j

　き45－20ir3

高村医院

　順　川）

　a45－2677

外

科

宇叫病院

　　(巾岡崎)

　n24－2211

内田病院　　ワシミ医院　！　柴田医院

　（康生南）　　　（久後崎）　Ｉ　（叫大寺）

　魯2i一5171　　1　Cr52－8H]1　　　　雲51－U)3a

共立fi

　　順　９　n5i－i

　院

）

27

１ いとう病院

　(南叫大寺)

　豊51－2856

吉忖病院

　（　杜)

　き5I－1895

加藤病院

　　(明大寺)

　き21－3251

内　田病院　｜　村川　医院

　（康生南）　　　（十王2)

　き2i一5171　　　　021－4511

1:

科

宇野病院

　（中岡崎）

　豊24－2211

みしま医院

　(康生南)

　豊21－1648

嶋田医院

　　(鴨田市)

　魯24－6555

長谷川医院　　渡辺医院

　（伊賀新）　　　（福寿い

　費23－1871　　1　a23－8005

耳咽

｡l

巾西医院

　（伊賀7）
　n22－3581

渋谷医院

　　(鴨田)

　雲23－0169

黒田医院

　(羽眼)

豊52－0453

岡田医院

　　(六名束)

　豊53－8292

大僑医院

　（上六名1)

　公52－0684

眼

科

小玉医院

　(羽　限)

　魯51-1279

佐野医院

　（門前1)

　雲21－4909

杉浦医院

　　く康生束)

　雲21－4880

桐渕医院

　　(唐沢)

　IS22－1291

小島医院

　　(松本1)

　豊23－3381

霖 歯科医師会館（六供町三本松sの１　六供浄水場西約lOOrn) S2I 0501 器gal ^Uti 9 B*二澗

一 一 一 一 一

編集と発行

一 一 一 一

－ 　 － －

＼
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酋2
- - 一 一

1－5151へ
- -

－ －

救急医療情報のご利用は………………

-

岡崎市市長公室広報広聴課〒444　岡崎市十王町２丁目９番地　雲23－6033
-
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